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面談記録リスト 

 
面談

月日 
訪問先 面談者 調査団 概要 

2/15 MTPW Mr. Francis 団長以下 9 名 イ ン セ プ シ ョ ン ミ ー テ ィ ン グ

（MTPW） 
2/16 DoCA Mr. Phesele 

他 5 名 
田中 イ ン セ プ シ ョ ン ミ ー テ ィ ン グ

（DOCA） 
2/16 DoT Ms. Matsunaga 田中 空港における観光振興確認 
2/19 ADL/MCSL Mr. Yatina 

他 4 名 
田中 インセプションミーティング 

（ADL・MCSL） 
2/20 WB Mr. Tim 高樋、 

Kapuramura、
西嶋、安藤、藤

原、田中 

世界銀行の援助計画確認 

2/20 OVOP Mr. Matsushima
他 2 名 

田中 空港における OVOP 観光振興ヒアリング 

2/20 EOF Mr. Zeldine 田中 フランスの援助動向確認 
2/26 M&E Mr. Ndau 田中 空港工事の経歴と運営状況確認 
2/26 DoT Mr. Matsunaga 田中 Mzuzu 空港、Karonga 空港周辺の観光確認

2/28 MET Mr. Kamdonyo 
他 3 名 

田中 空港気象施設、組織、問題点の確認 

3/1 JOCV Ms. Hasegawa 田中 マラウイの観光経験のヒアリング 
3/3 NAT Mr. Luis L. 田中 Mzuzu 空港及び NAT の航空事業について 
3/4 NAT Mr. Van Drist 田中 Lilongwe～Mzuzu 間飛行中のヒアリング 
3/5 WS Mr. Zakaria 田中 客層及び売れ筋商品についてのヒアリング 
3/7 KIA Mr. Chikakula 田中 VOR/DME, ILS の必要性と GPS, NDB について

3/7 APP Ms. G. Kachiga 田中 既存の保安施設及び問題点の確認 
3/8 ETH Mr. Abagaro 田中 KIA, CIA に対するインタビュー回収 
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面談記録 
 
日時  ：2007 年 2 月 15 日 
訪問機関 ：Ministry of Transportation and Public Work 
面談者 ：Mr. Francis CHINSINGA（Principal Secretary of MoTPW） 
 ：Mr. Collins KUMANGIRANA（Director of Roads） 
 ：Mr. Lymon Z. PHESELE（Director of Civil Aviation） 
 ：Mr. Austin D. B. MSOWOYA（Director of Marine Services） 
 ：Mr. Wilfred ALI（Project Manager of Nacala & Mtwara Corridors） 
 ：Mr. Vupe KUMKWEZU（Under Secretary） 
 ：Mr. Patrick LAPUKENI（Principal Transport Planning Officer） 
 ：Mr. Penjani KAYIRA（Planning Officer） 
 ：Mr. Maxwell KACHIWALA（Acting Chief Exective Officer of NRA） 
 ：Mr. Wadding MAKONYOLA（Deputy director of Marin Service） 
 ：Mr. Jeremy MARTIN（Technical Assistant from EU） 
調査団 ：水谷団長、高樋所員、Mr. Kapramura、西嶋、安藤、田中、加藤、藤原、 
 田中（一） 
 
概要 ：インセプションミーティング 
 
（Mr. Francis B CHINSINGA） 
・ 現在、アシスタントの協力の下に道路の整備計画を策定中である。 
・ 今後はシレ－ザンベジ間の交通機関整備や鉄道、空港、港湾についても整備をお願い

したい。 
・ JICA で実施している地方電化はエネルギー省が管轄している。 
・ 国境をまたぐ交通機関の整備については 2007 年 3 月 14 日に 3 ヵ国会談（マラウイ、

モザンビーク、ザンビア）が予定されている。 
（Mr. Lymon Z. PHESELE） 
・ 空港運営していくうえでのコミュニケーションシステム及び航空保安施設は、投入後

20 年以上を経過しており、リハビリを要する状況である。 
・ あるいは、機能していてもスペアパーツがなく、故障した場合は修理ができない状態

である。 
（港湾局長） 
・ 港は当初、マラウイの基幹交通手段であった。しかしながら現在は投資がなされず整

備もままならない状態である。このため、是非とも港湾整備をお願いしたい。 
（NRA 局長） 
・ ムトワラ回廊、ナカラ回廊、ベイラ回廊の整備を進めたい。 
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（水谷所長） 
・ 今回の調査の目的は案件形成のための資料収集であり、将来の優良案件形成のために

も協力をお願いしたい。 
 
 
 

面談記録 
 
日時  ：2007 年 2 月 16 日（金）晴れ 
訪問機関 ：Department of Civil Aviation (DoCA) 
面談者 ：Mr. Lymon Z. PHESELE（Director of Civil Aviation）、 
 ：Mr. AG Matiya (Deputy Director of Civil Aviation: Operations) 
 ：Mr. Dixie Kwatani (Air Traffic Control Officer) 
 ：Mr. James Chakwera (Principal Air Transport Officer) 
 ：Mr. Mackie Bongue (Principal Aeronautical Telecoms Engineer) 
 ：Mr. Oxford Mufambo (Senior Aerodromes Officer: 09291852) 
調査団 ：田中（一） 
 
概要 ：インセプションミーティング 
 
（Mr. Lymon Z. PHESELE） 
・ 空港業務で使用する各種通信施設及び航空保安施設は、投入後 20 年以上を経過して

おり、改修を要する状況である。 
・ あるいは、機能していてもスペアパーツがなく、故障した場合は修理ができない状態

である。 
・ 各種通信施設と航空保安施設等が不備であるため、英国航空などの EU の航空会社は

就航を取りやめてしまっている。 
・ 各種通信施設と航空保安施設等が完全に機能しなくなった場合は、更に航空機の就航

の減少が発生するため、現在中央政府に納めている空港での利益は減少してしまう。 
・ 明日（2 月 17 日）の空港視察で各既存施設の現状を説明する。 
 
 
 

面談記録 
 
日時  ：2007 年 2 月 16 日 17:00～18:00 
訪問機関 ：Department of Tourism (at Capital Hotel) 
面談者 ：Ms. Matsunaga (DoT Adviser) 
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調査団 ：田中（一） 
 
概要 ： 
空港に関する観光振興ついてヒアリングを行った。 
 

（Ms. Matsunaga） 
・ マラウイの観光は、近隣国より陸路で入ってくる観光客が多い。 
・ 国内の主要な観光地としては、マラウイ湖畔の Mangochi や Monkey Bay、 Nkhata 

Bay の他に、湖内の Likoma Island が有名である。またダイビングも可能であるが、

充血吸虫がいるため、振興は今一歩である。 
・ このほかに北部の Nyika 自然公園や旧首都の Zomba Peak、Mulanje Peak などが有

名である。 
・ 2005 年の観光統計資料によると、観光客は斬増の傾向がみられる。このうち約２５％

が空路を利用している結果となっているが、イミグレ時の入国カードによるデータで

ある。 
・ マラウイ人は気立てがよく、安全であるが隣国にあるような集客力のある観光地がな

く、日本ではほとんど認識されていない。 
・ 日本からの観光客を誘致するため、「地球の歩き方」に無償で記事投稿を申し入れた

が、採用してもらえなかった。 
・ 観光省で日本人誘致用のパンフレットを作成した。このなかに、気立てのよいマラウ

イ人の村の滞在型観光を提案している。 
・ 日本人の観光客はまれで、観光客の多くはヨーロッパ人で、１番多いのは英国人であ

る。 
・ ホテルの多くはヨーロッパ人の経営であるが、2007 年 3 月に１組予定しており、ア

テンドを予定している。 
（田中一団員） 
・ お時間をいただきありがとうございます。空港利用者の多くが観光客と商用客である

ため、引き続きマラウイにおける空港利用のポテンシャルを確認していきたいと考え

ておりますので、ご協力をいただけましたら幸いです。 
 

 
 

面談記録 
 
日時  ：2007 年 2 月 19 日 14:30～16:00 
訪問機関 ：Airport Development Limited (ADL) 
面談者 ：Ms. Kate Yatina（Commercial Manager） 
 ：Mr. Makwemba Malonje (Bsoc. Sc, FCCA Financial Controller) 
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 ：Mr. Odlai C. Gomile (Malawi Catering Services Ltd) 
 ：Mr. Mackie Bongwe (DoCA) 
 ：Mr. Gondwe (DoCA) 
調査団 ：田中（一） 
 
概要 ： 
今回の調査目的を説明するとともに、空港利用状況に関するデータ提供をお願いした。 
 

（Ms. Kate Yatina） 
・ 今回の調査の主旨は了解した。協力できることはお願いしたい。 

（Mr. Odlai C. Gomile） 
・ MCSL のほうでも要請にあげたいと考えている点があり、今回の案件形成調査におい

て検討をお願いしたい。 
（田中一団員） 
・ ご理解をいただきありがとうございます。要請をあげたい事項につきましては、採択

の可否等につきましてお答えすることはできませんが、資料は頂戴します。 
 

 
 

面談記録 
 
日時  ：2007 年 2 月 20 日 16:00～17:00 
訪問機関 ：Embassy of France (EOF) 
面談者 ：Mr. Daniel Zeldine（Charge d’ Affaires of France in Malawi） 
調査団 ：田中（一） 
 
概要 ： 
今回の調査目的を説明するとともに、空港整備に関する意思を確認した。 
 

（Mr. Daniel Zeldine） 
・ EU 開発ファンドの 25%（EU 内 高）を出資しているフランスとしては、現在のと

ころ空港セクターの援助を予定していない。 
・ マラウイはウラニウム鉱の埋蔵が確認されており、電力発電の約 80％を原子力発電に

頼っている、かつプルトニウム産業に携わっているフランスとしてはウラニウムの輸

送に多量輸送が可能な交通機関の整備に関する援助を予定している。 
・ 既にオーストリアの調査団が入って作業をしている。 
・ このため、鉄道輸送に力を入れていきたいが、援助対象としては、回廊整備、鉄道整

備、水運整備、ヘリコプター導入、観光開発を考えている。 
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・ これらの整備について 2007 年３月 14 日のマラウイ、モザンビーク、ザンビア、タン

ザニアの会議では、この点について協議を行っていきたい。 
・ シレ－ザンベジ水運については現大統領からの要請であるが、恒常的な浚渫が必要で

あったり、モザンビーク内に多くの橋整備が必要であったりすることから問題が多く、

検討中であるとコメントする予定である。 
・ 観光については年々増加してきており、十分ポテンシャルがあると感じているが、い

まだ観光インフラが整備されておらず、開発されるまで時間を要すると感じている。 
・ 航空サービスによる観光は、チャーターフライトが考えられるが全然行われていない。

また、マラウイへの就航便数が少ないのも問題である。 
・ 時間があれば今回の調査団で道路、鉄道、水運を担当されている専門家とも意見交換

を行いたい。 
（田中一団員） 
・ お時間をいただきありがとうございます。ほかの専門家との意見交換につきましては

JICA 事務所に報告をいたします。 
 

 
 

面談記録 
 
日時  ：2007 年 2 月 20 日 14:30～16:00 
訪問機関 ：Institutional ＆ Human Resource Development Project  
 for One Village One Product Programme 
面談者 ：Mr. Matsushima (Programme Advisor ) 
 ：Ms. Namiko Shiroma (Public Relation Officer) 
 Ms. Matsunaga (DoT Advisor) 
調査団 ：田中（一） 
 
概要 ： 
空港利用振興を兼ねて、空港における観光振興の１例を示し、OVOP 観光振興について

空港でのパイロット販売の提案を行った。 
 

（Mr. Matsushima） 
・ 空港における OVOP 振興については、腹案があるため、説明された空港における

OVOP 振興には同意します。 
・ しかしながら、当該時期に他国出張等が入っていますので、当初の段取りのみお手伝

いをして、残りはご自分で進めていただくかたちとなります。 
・ また空港における販売を行ううえでの手続きや生産者に利益が確実に届く流通方法

についての提案をお願いさせていただき、後日時間に余裕がある際に自分たちで空港
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での販売を企画する方法もあるかと考えております。 
・ Blantyre には支部がありますので、そちらを紹介いたしますので、連携を図り対応を

お願いいたします。 
・ また、可能であれば、OVOP 製品を作成している団体が直接販売し、利益を得て、ま

た空港等で販売する際の手続き等が学べる形であれば、なおよいと考えております。 
・ 現在販売可能な製品としては、バオバブジャムやバオバブオイル、石鹸、絵葉書、籐

製品があります。 
・ 実施を行うに際しましては、JICA より要請書をいただきたいと考えております。ま

た 、 本 案 件 の 責 任 者 で あ り ま す 、 Ms.Kamia Kaluma-Sulumba (National 
Coordinator)にご紹介をいたします。 

（田中一団員） 
・ お時間をいただきありがとうございます。JICA にご報告して、進めさせていただき

たいと思います。よろしくお願いいたします。                            
 
 
 

面談記録 
 
日時  ：2007 年 2 月 20 日 10:00～12:00 
訪問機関 ：世界銀行 
面談者 ：Mr. Tim Gilbo (Country Manager) 
調査団 ：Mr.高樋、Mr. Kapramura、Mr. 西嶋、 Mr. 安藤、Mr. 藤原、田中（一） 
 
概要 ： 
世界銀行の交通セクターにおける戦略を確認した（航空セクターのみ記載）。 
 

（Mr. Tim Gilbo） 
・ 空港セクターに対する援助は考えていない。 
・ 航空セクターは現在の高い各料金を引き下げて、健全な運営にする必要がある。 
・ 現在マラウイに国登録している飛行機はわずか 14 機である。 
・ 当面は道路案件や地方電化案件を積極的に支援して行きたい。 
・ 航空セクターは民活化を図るべきである。 
・ しかしながら５年間、他のドナーによる援助がなければ、現在問題となっているナビ

ゲーション施設に関する援助として、GPS 地上局設置を援助したいと考えている。 
（田中一団員） 
・ お時間をいただきありがとうございます。 
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面談記録 
 
日時  ：2007 年 2 月 26 日 17:00～17:40 
訪問機関 ：Ministry of Tourism (at Capital Hotel) 
面談者 ：Ms. Matsunaga (DoT Adviser) 
調査団 ：田中（一） 
 
概要 ： 

Mzuzu 空港及び Karonga 空港に関する観光拠点ついてヒアリングを行った。 
 

（Mr. Rob Van Driest） 
・ Mzuzu 空港の近くには Nyika 自然公園があり、Mzuzu 空港からチャーター便が飛ん

でいる。 
・ また湖畔の Nkata Bay も風光明媚なところで、バッグパッカーにとても人気がある。 
・ Karonga 空港の近くにはこれといった大きな観光資源はないが湖畔が近く、恐竜発掘

の博物館があり、又タンザニアとの国境にも近いため輸入品が多く出回っており、市

場などでは賑わいをみせている。 
（田中一団員） 
・ お時間をいただきありがとうございます。 
 
 
 

面談記録 
 
日時  ：2007 年 2 月 26 日 10:30～11:00 
訪問機関 ：M & E Associates 
面談者 ：Mr. Lloyd W. Ndau（Resident Engineer） 
調査団 ：田中（一） 
 
概要 ： 
今回の調査目的を説明し、営業内容、業務経験ついてヒアリングを行った。 
 

（Mr. Rob Van Driest） 
・ Kamuzu 空港建設工事の際には MoTPW の職員で、当時建設工事にあたっていた三

菱商事や東芝と一緒に仕事をしていた。 
・ 空港の仕事が出るようであれば、是非参画したい。当社には当該設計内容に対応可能

な設計技術者も在籍しており、また CAD ソフトも使える。 
・ 会社のブローシャは調査団の加藤氏に渡す予定であるので、参照してほしい。 
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（田中一団員） 
・ お時間をいただきありがとうございます。 

 
 
 

面談記録 
 
日時  ：2007 年 2 月 28 日 9:30～10:30 
訪問機関 ：Meteorogical Service, MTPW (MET) 
面談者 ：Mr. Donardo R. Kamdonyo（Director, MET） 
 ：Mr. Gray Munthali (Deputy Director, MET) 
 ：Mr. Wenston (Meteorogical Officer, MET) 
 ：Mr. Matiya、Mr. Oxford、Mr. Bongwe 
調査団 ：田中（一） 
 
概要 ： 
既存の空港気象施設、組織及び問題点等についてヒアリングを行った。 
 

（Mr. Donardo R. Kamdonyo） 
・ 空港における気象施設は、航空機の安全運航に欠かせない施設であるが、Kamuzu 空

港の気象レーダーをはじめとして、Chileka 空港の各気象施設も老朽化が進み、現在

機能していない機器が多い。 
・ 後日、各施設についての整備要請書を送付させていただく。 

（田中一団員） 
・ お時間をいただきありがとうございます。要請をあげたい事項につきましては、採択

の可否等につきましてお答えすることはできませんが、資料は頂戴します。 
 
 
 

面談記録 
 
日時  ：2007 年 3 月 1 日 16:00～17:00 
訪問機関 ：(JOCV) in the aircraft  
面談者 ：Ms. Hasegawa（JOCV、タンザニア） 
調査団 ：田中（一） 
 
概要 ： 
マラウイ観光旅行についてのヒアリングを行った。 
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（Ms. Hasegawa） 
・ マラウイ内で訪れた観光地のなか（Tanzania‐Karonga‐Mzuzu‐Nkatabay‐ 
Salima‐Lilongwe‐Blantre）では、Nkata bay のロケーションがよく、人々も素朴で

よかった。 
・ 任地のタンザニアに比べて主要都市間の幹線が舗装されており、車での移動にはよか

った。 
・ 任地のタンザニアに比べて気候は穏やかでよいと感じた。 
・ 任地のタンザニアに比べて物価は高いと感じた。 
・ タンザニアの Ciling が換金できずに不便であった。 

（田中一団員） 
・ お時間をいただきありがとうございました。 

 
 
 

面談記録 
 
日時  ：2007 年 3 月 3 日 17:00～17:30 
訪問機関 ：Nyika Air Taxi (NAT) in the aircraft 
面談者 ：Mr. Luis L.（Pilot, NAT） 
調査団 ：田中（一） 
 
概要 ： 
既存の Mzuzu 空港施設及び NAT の航空事業についてヒアリングを行った。 
 

（Mr. Luis L.） 
・ 着陸帯の草刈りを定期的にしてほしい。 
・ M1 道路側に場周柵がなく、動物が着陸帯にいることが多いため、保安施設の設置が

必要であると考えている。 
・ また手荷物検査に時間を要しているため、検査機材等を導入して迅速化を図ってほし

い。 
・ Mzuzu 空港～Nyika 自然公園間のフライトで月 10～15 人の旅客を運んでいる。 
・ Mzuzu 空港～Nyika 自然公園間の飛行時間は約 20 分で、陸路で行くと約７時間かか

るため、よいサービスであると考えている。 
・ 現在 Air Malawi とコードシェア契約を結んでおり、Air Malawi の ATR42 機（約 50

人乗り）が故障しているため、Nyika Air Taxi のセスナ（約 10 人乗り）で Mzuzu 空

港～Kamuzu 空港間のフライトサービスを行っている。平均乗客数（10 人弱）に対

する機材の大きさを考えた場合、効率的であると考えている。 
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（田中一団員） 
・ お時間をいただきありがとうございます。 

 
 
 

面談記録 
 
日時  ：2007 年 3 月 4 日 5:30～7:00 
訪問機関 ：Nyisa Air Taxi (NAT) in the aircraft 
面談者 ：Mr. Rob Van Driest（Pilot, NAT） 
調査団 ：田中（一） 
 
概要 ： 
既存の空港施設及び Mzuzu～Lilongwe 間の飛行についてヒアリングを行った。 
 

（Mr. Rob Van Driest） 
・ 現在のマラウイのLilongwe～Mzuzu間航空路は、NDBしか機能していないのでGPS

を使って運航しているが、GPS が故障することを考えると一切位置情報が得られなく

なるので、地上の航空保安施設があることが望ましいと考えている。 
・ 小型機は速度が遅いため有視界飛行でも十分着陸ができるが、天気が悪い日や夜間飛

行を考えると、計器着陸装置は必要であると考えている。 
・ Kamuzu 空港との通信もつながらないケースがあるため、改善をしてほしい。 
 

（田中一団員） 
・ お時間をいただきありがとうございます。 

 
 
 

面談記録 
 
日時  ：2007 年 3 月 5 日 15:00～16:30 
訪問機関 ：Wilderness Safari (WS) at KIA 
 ：KIA 内お土産売店 
面談者 ：Mr. Zakaria（Manager, KIA） 
 ：売店の売り子 
調査団 ：田中（一） 
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概要 ： 
客層及び売れ筋商品等についてヒアリングを行った。 
 

（Mr. Zakaria） 
・ ツアーの利用客は英国人が も多く、次に南アフリカ人、ヨーロッパ人である。 
・ 人気がある訪問先は Likoma island で時期は 6～8 月である。 
・ 英国人が多いのは当地に思い入れがある人が訪問することが多いためである。 
・ 特にLikoma islandへの旅行は在マラウイの外国人がハネムーンで訪れることが多い。 
・ ツアー参加者のマラウイでのツアー参加理由としては、現地の人々が友好的で治安が

よく、また初参加であることが多い。 
 

（売店の売り子） 
・ 人気商品はロゴの入った衣類等のお土産である。 
・ 購入していくのは主に出国する外国人で、南アフリカ人やヨーロッパ人、アラブ人で

ある。 
・ 忙しいのは週末のお昼時で航空機が到着するころである。 
 

（田中一団員） 
・ お時間をいただきありがとうございます。 

 
 
 

面談記録 
 
日時  ：2007 年 3 月 7 日 13:30～15:00 
訪問機関 ：Airport Police at KIA(AP) 
面談者 ：Ms. Getaule Kachiga（Officer in charge police） 
調査団 ：田中（一） 
 
概要 ： 
既存の空港保安施設の状況や問題点を確認するとともに財務・経営資料の提供をお願いし

た。 
 

（Mr. Getaule Kachiga） 
・ 財務・経営資料は直接提出できないので、航空局長の Mr.Phesele に要請してほしい。 
・ 金属探知機や X 線検査機等の空港保安施設が不足しており、十分な保安体制を敷くこ

とができていない。 
・ 警察官の訓練についても十分なされておらず、 新の保安技術について研修を受ける
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必要がある。 
・ 空港警察はマラウイの警察組織に所属しており、現在 161 名が在籍している。 

（田中一団員） 
・ お時間をいただきありがとうございます。後日資料の提示をお願いいたします。 

 
 
 

面談記録 
 
日時  ：2007 年 3 月 7 日 10:00～12:00 
訪問機関 ：Department of Civil Aviation at KIA 
面談者 ：Mr. Paul Chikakula（Airport Commandant, Flight Operation Officer） 
調査団 ：田中（一） 
 
概要 ： 
要請書であげられている VOR／DME、ILS の必要性及び GPS、NDB との違いについて

パイロット（Mr. Paul はパイロットの有資格者で飛行経験あり）の視点で確認した。 
 

（Mr. Stuart P. Lungu） 
・ VOR／DME は空港の位置や方位を航空機に示すだけではなく、航空交通管制を行う

上での起点であり、原則として VOR／DME からの位置で様々な方向から飛来する航

空機の位置を確認して管制を実施するため、必要である。 
・ NDB も航空機に対して空港が位置する方角情報を航空機に示すが、精度は約 5 分の 1

で、悪天候時は機能しないことがある。 
・ 現在、NDB のみで航空機が離着陸できているのは、南アフリカ航空のように、既に

正式に認証された高価な GPS を搭載して、定期的に GPS による着陸訓練を受けたパ

イロットが起用されている場合か、当該航空路を飛来した経験があるパイロットが起

用されているためであり、初見で NDB にて着陸するのは困難である。 
・ アフリカ地域で GPS 搭載機を所有しているのは南アフリカ航空とケニア航空のみで

あり、すべての航空機が GPS 運航に切り替わるためには長い期間を要すると考えら

れる。 
・ GPS による着陸方法は、上記の条件のほかに、着陸を決心する高度が高くなるため、

天候状態によっては（決心高における視界条件）、着陸できない可能性が高い。 
・ ILS は、有視界飛行が困難である悪天候時や夜間の着陸時は必要である。 
 

（田中一団員） 
・ お時間をいただきありがとうございます。 
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面談記録 
 
日時  ：2007 年 3 月 8 日 16:00～16:30 
訪問機関 ：Ethiopian Airlines at Lilongwe(ETH) 
面談者 ：Mr. Aba Milki Abagaro（Area Manager, Chairman of Airline association） 
 ：Mr. James(DoCA) 
調査団 ：田中（一） 
 
概要 ： 
既存空港施設（KIA,CIA）に対するインタビューシートを回収するとともにヒアリングを

行った。 
 

（Mr. Aba Milki Abagaro） 
・ インタビューシートにも書いたが、滑走路末端部とエプロン舗装上の起伏は、航空機

の損傷につながるため、早急に対応をしてほしい。 
・ 特に中型ジェット機以上は滑走路末端からエンジンの出力を上げて、猛スピードでス

タートする矢先に起伏があり、機体が瞬間的にもちあがるため、影響が大きいとパイ

ロットからクレームを受けている。 
（田中一団員） 
・ 貴重なご意見をいただき、誠にありがとうございます。 
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現地踏査記録リスト 

 
面談

月日 
訪問先 面談者 調査団 概要 

2/17 
3/7 
3/9 

KIA Mr. Gondwe 
他４名 

(2/17)団長、篠

崎、田中 
（3/7,9）田中 

既存施設と問題点確認 

2/21 SOCA Mr. Chiphika 田中 既存施設と問題点確認 
2/27 Club 

Makokola 
Mr. Dumba 田中 客層及び既存施設、運営状態 

2/28 
3/1 

CIA Mr. Matemba 
Mr. Chilanda 

田中 既存施設と問題点確認 

3/2 MZZ Mr. Sumani 田中 既存施設と組織、問題点確認 
3/3 KRG Mr. Kamanga 田中 既存施設と組織、問題点確認 
3/6 MCSL Mr. Gomire 田中 既存施設と組織、問題点、財務資料確認 
3/6 LHACO Mr. Chingati 田中 既存施設と組織、問題点、財務資料確認 
3/7 ACL Mr. Stuart 田中 既存施設と組織、問題点、財務資料確認 
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現地踏査記録 
 
日時  ：2007 年 2 月 17 日、3 月 7 日、9 日 
訪問機関 ：Kamuzu International Airport (KIA) 
面談者 （2 月 17 日） 
 ：Mr. Lymon Z. PHESELE（Director of Civil Aviation）、 
 ：Mr. AG Matiya (Deputy Director of Civil Aviation: Operations) 
 ：Mr. Dixie Kwatani (Air Traffic Control Officer) 
 ：Mr. Mackie Bongwe (Principal Aeronautical Telecoms Engineer) 
 ：Mr. Gondwe (Aeronautical Telecoms Enginee)  
 （3 月 7 日、9 日） 
 ：Mr. Gondwe (Aeronautical Telecoms Enginee)  
調査団 ：2 月 17 日 水谷団長、篠崎所員 
 ：3 月 7 日・9 日 田中（一） 
概要 ： 

Kamuzu 空港施設及び航空保安施設の視察を行うとともに、改善すべきであると考えて

いる点について担当者にヒアリングを行った。 
 

（Mr. Lymon Z. PHESELE） 
・ 空港運営していくうえでのコミュニケーションシステム及び航空保安施設は、投入後

20 年以上を経過しており、リハビリを要する状況である。 
・ あるいは、機能していてもスペアパーツがなく、故障した場合は修理ができない状態

である。 
（水谷所長／団長） 
・ 今回の調査目的は基本情報収集であり、今後の当セクターにおける優良案件形成のた

めに必要な調査であるため、是非協力をお願いしたい。 
（Mr. Dixie Kwatani） 
・ コミュニケーションシステムと航空保安施設等が不備であるため、英国航空などの

EU の航空会社は就航を取りやめてしまっている。 
・ 国際民間航空機構（ICAO)の定期検査において各コミュニケーションシステムの不備

の改善の指摘を受けている。 
・ 日本の援助で修理した NDB は機能しているが、送信機の保管室のエアコン及び HF

送信機のバッテリーが壊れており機能しておらず、HF 送信機が機能していない。 
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（１）コントロールタワー（管制室） 
 

 

 ＜コントロールタワー全景＞ 

全長約 GL+40m。 

 

 

 ＜航空交通管制パネルと航空機との地

対空 VHF 無線機＞ 

1982 年開港時からの施設で VHF 無

線機は１機使用可能であるが、スペアパ

ーツはないとのことであった。 

 

 

 ＜緊急連絡用の電話回線（中央）・ 

気象データモニター（右上）＞ 

ともに 1982 年開港時からの施設で作

動していないとのことであった。 

またパイロットに送る気象情報は気象

観測所より人力で運んでいるため、タイ

ムリーな対応ができていないとのことで

あった。 

 

 

 ＜航空灯火施設の制御監視機器＞ 

1982 年開港時からの施設で機能して

おらず、着陸機のパイロットに質問され

た際は上空で待機をお願いし、人力で

確認したうえで報告しており、パイロット

よりクレームを受けているとのことであっ

た。 
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 ＜管制塔の各室を結ぶ圧搾空気式

情報伝達装置＞ 
1982 年開港時からの施設で機能し

ておらず、人力で情報を伝達している

ため、タイムリーな対応ができていな

いとのことであった。 

 

 
（２）コントロールタワー（FIC: Flight Information Center） 
 

 

 ＜飛行情報センター（FIC）のコン

トロールデスク＞ 
1982 年開港時からの施設で、現在も

供用されていた。 

 

 

 ＜空港監視レーダー（ASR）及び２

次監視レーダー（SSR）用のモニタ

ー＞ 
1982 年開港時からの施設で、1992 年

に日本の援助で１度補修されるもスタ

ンバイ 1 機を含め、3 機ともに機能し

ていないとのことであった。 

 

 

 

 ＜気象情報モニター（右）＞ 
1982 年開港時からの施設で機能し

ておらず、気象業務担当者が人力で情

報を伝達しているとのことであった。

また風向風速計（左）は機能してい

た。 
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 ＜航空保安施設の制御監視機器＞ 

1982 年開港時からの施設で機能して

いた。 

 

 

 

 ＜地対地用 HF 無線機＞ 
各空港間の通信に使用する無線機

で 2000 年に日本の援助で導入し、現

在機能しているとのことであった。 

 
（３）コントロールタワー（ER: Emergency Room） 
 

 

 ＜緊急用 VHF 通信回線＞ 
1982 年開港時からの施設で、機能して

いるとのことであった。 

また英国航空は、緊急対策室の不備

を指摘したあとに、「営業上の理由」から

KIA への航空サービスを打ち切ったとの

ことであった。 

 

 

 ＜緊急用 VHF 通信回線の電源装置

（右）及び CCTV 用コントローラー

（机上）＞ 
ともに 1982 年開港時からの施設で、

電源装置は機能しているが、CCTV 用コ

ントローラーは機能していないとのこ

とであった。 
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（４）AFTN（国際航空固定通信網室） 
 

 

 ＜国際航空固定通信網（AFTN）室の

室内＞ 
1982 年の開港当時より使用されて

いる 14 機のテレファックスが配備さ

れているとのことであった。 

またこのテレファックスは管制室、

FIC 室、Air Malawi に各１台配置さ

れていた。 

 

 

 ＜国際航空固定通信網機材＞ 
１台のみ旧式なテレファックスに

代わり、SADC の援助で PC が導入さ

れていた。 

 
（５）トランスミッティングルーム 
 

 

 ＜地対地無線施設のトランスミッ

ター群＞ 
1982 年開港時からの施設で機能してい

ないとのことであった。 

 

 

 ＜地対空通信用 VHF 無線機のトラ

ンスミッター＞ 
1982 年開港時からの施設で予備機とも

に機能しているが、スペアパーツはない

とのことであった。 
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 ＜地対地通信用HF無線機のトラン

スミッター＞ 
2000 年から供用しおり、3 機のう

ち１機のみ機能しているとのことで

あった。 

 

 

 ＜地対空通信用 VHF 無線機の電源

装置＞ 
1982 年開港時からの施設でメイン

は機能しているとのことであった。 

 

 
（６）空港気象施設 
 

 

 ＜空港気象用レーダーモニター＞ 
1982 年開港時からの施設で 1992 年

に１度補修されるも、現在は機能してい

ないとのことであった。 

また、気象予報は南部アフリカの気

象通報に基づき、マクロな天気図を作

成して行っているため、空港周辺のミ

クロな気象情報を正確に掴むことが

できていない。 

 

 

 ＜広域気象データ入手システム＞ 
気象データをダイヤルアップ接続

で入手してモニターに表示可能なシ

ステムで、現在、本施設を導入中との

ことであった。 
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 ＜空港内の気象観測所よりの無線

通信を聞き取った気象データを写

すカメラ＞ 
1982 年開港時からの施設で機能して

いないとのことであった。 

 

 

 ＜空港内の気象観測所よりの無線

通信を聞き取った気象データ＞ 
これをコントロールタワーや飛行情報

室、国際航空固定通信網室等の気象デ

ータが必要な各室に 1 時間ごとに人

力で届けていた。 

 

 

 

 ＜空港内の気象観測所 全景＞ 
左が気象観測所で右が旧電源局舎

（現在は使用されていない）。 

 

 

 ＜空港内の気象観測所 室内＞ 
気象担当官が毎正時の気象情報を

手書きで記録していた。 
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 ＜旧 HF 無線機トランスミッター＞

1982 年開港時からの施設で、機能し

ていないとのことであった。 

 

 

 ＜HF 無線機トランスミッター＞ 
コントロールタワー内の気象業

務室に通信で毎正時の気象情報を

連絡していた。 

 

 

 ＜空港内の気象観測施設＞ 
風向・風速及び雨量、蒸発量、気温、

気圧等の気象情報の観測機器が設置

されていた。 
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 ＜空港内の気象観測室内の気象計

測機器＞ 
左記の温度計をはじめとして、1982

年開港時の湿度計や風向風速計が使

用されていた。 

 

 

 ＜雲高計＞ 
1982 年開港時からの施設で機能して

いなかった。 

 

 

 ＜気象情報機材＞ 
1982 年開港時からの施設で計測部は

機能しているが、アウトプット機部分

が機能していなかった。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



C−5 空港・機材整備 A3 現地踏査記録 
− 427 − 

 

（７）消防及び救急庁舎 
 

 

 ＜庁舎（左）及び救急車等小型車用

車庫（右）＞ 
おおむね滑走路中心位置に位置す

る消防及び救急庁舎。 

 

 

 

 ＜消防車庫＞ 
ICAO に基づき「カテゴリー９」対

応の消防車を配備しているとのこと

であった。 
 ただし、現行の維持管理費でタイヤ

等の消耗品をそろえることが困難で

あるとのことであった。 
 また１台の救急車は、古いうえに所

要の機材が設備されておらず、1 台は

小型車であり、所要スペースが確保さ

れていなかった。 

 

 

 ＜緊急時のサイレン＞ 
1982 年開港時からの施設で、機能し

ているとのことであった。 

 

 

 ＜緊急時の VHF 無線通信機＞ 
1982 年開港時からの施設で、機能し

ているとのことであった。 

 
 
 



C−5 空港・機材整備 A3 現地踏査記録 
− 428 − 

 

（８）滑走路・誘導路・エプロン・ハンガー 
 

 

 ＜32 側滑走路末端部＞ 
滑走路末端部のコンクリート

舗装とアスファルト舗装の接続

部でアスファルト舗装が隆起し

ていた。 

 

 

 ＜32 側滑走路末端部＞ 
アスファルトの隆起幅は約 10

ｍ。 

また一部改修箇所を除き、これ

らの舗装は 1982 年開港時から供

用されているため、随所にクラッ

クが発生していた。 

 

 

 ＜14 側滑走路末端部＞ 
32 側と同様。 
これら舗装の改修は 2004 年 8

月にマラウイ政府と BADEA と

の間で有償援助契約（640 万 US
ドル）が結ばれているが、マラウ

イ政府調達資金（約 800 万 US ド

ル）の準備中で現在まで実施され

ていなかった。 

 

 

 ＜14 側滑走路末端部＞ 
32 側と同様。 
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 ＜誘導路舗装＞ 

 クラックはあるものの、大きな

問題箇所は見受けられなかった。

 

 

 ＜エプロン舗装＞ 
エプロン内誘導路上のコンク

リート舗装とアスファルト舗装

の接続部で、滑走路同様にアスフ

ァルト舗装が隆起していた。 

1982 年開港時から供用されている

ため、随所にクラックが発生して

いた。 

 

 

 ＜エプロン舗装＞ 
同上、アスファルトの隆起状況

また、FOD（異物混入よるエンジ

ン損傷）の可能性がある、アスフ

ァルト舗装の飛散物が多く見受

けられた。 

 

 

 ＜マラウイ航空等の格納庫＞ 
マラウイ航空が所有している

B737 や ATR が格納されていた。
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（９）航空灯火 
 

 

 ＜滑走路灯＞ 
滑走路には滑走路灯のほか

に、滑走路末端標識灯、進入

灯、進入角指示灯が配備されて

いた。 

 

 

 ＜滑走路灯＞ 
一部バルブが壊れているが、

スペアがないため修理できず、

点灯していなかった。 

 

 

 ＜滑走路末端標識灯＞ 
埋め込み式の末端標識灯は

機能していたが、バルブのスペ

アはないとのことであった。 

 

 

 ＜誘導路灯＞ 
平行誘導路側のエプロンに

設置された誘導路灯は軒並み

不陸が生じて、バルブが壊れて

いるものが見受けられた。 
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（１０）PAPI（進入角指示灯） 
 

 

 ＜PAPI３機全景＞ 
航空機の有視界着陸に欠か

せない PAPI は、1995 年に日本

の援助で更新されているが、14

側の滑走路端しか機能しておら

ず、修理可能であるがスペアパ

ーツがないとのことであった。 

 

 

 ＜PAPI 前景＞ 
 

 

 

 ＜PAPI 背景＞ 

 
（１１）ILS（計器着陸装置） 
 

 

 ＜ローカライザーアンテナ＞

航空機に滑走路の中心線位

置を電波で指示するためのア

ンテナ。 
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 ＜ローカライザーアンテナと

モニターアンテナ＞ 
ローカライザーアンテナの

前面にあるモニターでローカ

ライザーアンテナよりの電波

の精度を確認していた。 

 

 

 ＜アンテナネットワークボッ

クス＞ 
防水のゴムが劣化しており、

乾燥状態を保てなくなってき

ているとのことであった。 

 

 

 ＜ローカライザー局舎＞ 
ローカライザーアンテナ用

のバッテリーとトランスミッ

ターが収納されていた。 

 

 

 ＜スタンバイ電源＞ 
機能しているが、古く蓄電効

率が低いとのことであった。 

モニターアンテナ 
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 ＜ILS 用の電源装置とトラン

スミッター＞ 
ILS ローカライザー用の電

源装置とトランスミッター。 

主機材は機能しているが、予備

機材は機能していないとのこ

とであった。 

 

 

 ＜カウンターポイズ＞ 
滑走路への進入面を電波に

て形成するアンテナ装置のモ

ニター用反射板で機能してい

た。 

 

 

 ＜グライドスロープアンテナ

と局舎＞ 
滑走路への進入面を電波に

て形成するアンテナ装置及び

局舎で機能していた。 
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（１２）航空保安施設 
 

 

 ＜VOR＞ 
VOR は航空機に対して空

港の方位信号を提供する施

設であり、アンプ部分のスペ

アパーツがなく、又調達が不

可能であるため、機能してい

ないとのことであった。 

 

 

 ＜DME＞ 
DME の地上装置は、距離

測定用のパルスコード信号

を航空機に向かって送り返

す機材であり、アンテナとト

ランスミッターを結ぶケー

ブルがなく、又調達ができな

いため、機能していないとの

ことであった。 

 

 

 ＜HF/VHF 無線アンテナ＞

地対空、地対地通信用の無

線施設のアンテナ。 

アンテナ施設は問題ないと

のことであった。 

 

 

 ＜ASR／SSR アンテナ＞ 
ASR及びSSRのアンテナ。
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（１３）排水施設 
 

 

 <舗装横断排水施設> 
Malawi の航空路誌（AIP）

に基づく舗装強度は大型航空

機が通行可能な強度であるた

め、このスリット型の排水施設

も同様な強度を有していると

考えられる。 

 

 

 ＜空港内排水施設＞ 
聞き取り基づく排水施設は

充分な流下能力を有しており、

特に現段階における排水施設

の改修は必要ないとのことで

あった。 

 
（１４）場周柵及び場周道路 
 

 

 ＜制限区域立ち入りゲート＞

空港警察が立哨していた。 

 

 

 ＜場周柵と場周道路＞ 
場周道路は未舗装で、部分的

には場周柵と離れている箇所

も見受けられるため、ICAO に

おける保安要件に基づく改修

が必要な状態であった。 
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 ＜場周柵＞ 
場周柵は堅固であり、問題は

ないように見受けられた。 

 

 

 ＜場周柵の管理ゲート＞ 
ILS のローカライザー近傍

に位置する場周柵の管理ゲー

トは堅固であり、問題はないよ

うに見受けられた。 

 
（１５）航空燃料 
 

 

 ＜航空機燃料用ローリー＞ 
航空機燃料は、Jet-A1 で英国

石油（BP）が供給している。既

設エプロンに地下式給油孔（ハイ

ドラントピット）はなく、各航空

機には給油車を介して給油され

ていた。 
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（１６）駐車場 
 

 

 ＜駐車場 全景＞ 
150 以上駐車可能な駐車場があ

り、一般用と VIP 用に分かれて

いる。また駐車場は短期駐車用と

長期駐車用で分かれている。ADL

が管理運営を行っており、入庫時

に MK50 で一晩駐車するごとに

MK150 であった。 

 

 

 ＜駐車場 前景＞ 
VIP 用駐車場（右側） 

 

 

 ＜駐車場 前景＞ 
一般用駐車場（中央） 

 

 

 ＜駐車場 前景＞ 
一般用駐車場（左側） 
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（１７）旅客ターミナル（到着） 
 

 

 ＜旅客ターミナル 全景＞ 

 

 

 ＜上陸＞ 
搭乗橋がないため、到着はステ

ップ車でエプロンへ。 

 

 

 ＜移動＞ 
LIHACO が運営するリムジン

バスで旅客ターミナルへ移動し

た。 

 

 

 ＜到着ターミナル＞ 
到着ターミナルでは、入国審査

を受ける。一般用（２ヵ所）と政

府関係者・外交官用（１ヵ所）が

あった。 

奥に見えるのは検疫（正面、２

ヵ所）と税関検査（左奥、４ヵ所）

であった。また両替所もあった。



C−5 空港・機材整備 A3 現地踏査記録 
− 439 − 

 

 

 

 ＜預け入れ荷物受取り＞ 
ベルトコンベアで運ばれて来

る預け入れ荷物を取って、税関、

検疫へと向かった。 

 

 

 ＜到着ロビー出口＞ 
預け入れ荷物を受け取り、税

関、検疫検査を受けて到着ロビー

へ進んだ。 

また、この通路の左側はインタ

ーネットが使えるスペース（有

料）となっていた。 

 

 

 ＜到着ロビー＞ 
到着ロビーに入ると右脇に両

替所があった。 

 

 

 ＜到着ロビー＞ 
到着ロビーに入ると正面にレ

ンタカー会社のスタンドが位置

していた。 
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 ＜到着ロビー＞ 
その左奥には、観光局（右手）

とツアー会社（Soche Tour and 

Travel Ltd、左手）のスタンドが

あったが、週末は閉まっていた。

 

 

 ＜到着ロビー＞ 
到着ロビー出口から右のほう

へ出発ロビーにほど近いほうに

移動すると、もう１社の旅行会社

（Wilderness Safari）のスタン

ドがあった。こちらは祝日でも到

着客の受入れがあるため、店舗を

空けていた。 

 

 

 ＜到着ロビー＞ 
上記旅行会社の並びに、レンタ

カー会社のスタンドが続き、 

 

 

 ＜到着ロビー＞ 
さらにその並びに、地上支援業

務を担当している LIHACO のス

タンドが続いていた。 
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（１８）旅客ターミナル（出発） 
 

 

 ＜出発ロビー＞ 
出発ロビーに到着すると、入り

口で所持品検査を受ける。 

これは、搭乗口用のハンディタ

イプの金属探知機がないため、空

港に入る時点でセキュリティチ

ェックを実施していた。 

 

 

 ＜ハンディタイプの金属探知機

＞ 
ハンディタイプの金属探知機

はこの 2 種類で合計 5 台配備され

ていた。 

 

 

 ＜到着ロビー側 遠景＞ 
出発ロビーと到着ロビーは同

じく１階にあり、ターミナルビル

の正面に向かって右手が到着ロ

ビーとなっていた。 

 

 

 ＜出発ロビー側 遠景＞ 
また、左手が出発ロビーとなっ

ており、中央にお土産店が２店

舗、一番奥にキヨスクが２店舗営

業していた。 
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 ＜チェックインカウンター＞ 
５ヵ所のチェックインカウン

ターの背部には預け入れ荷物を

荷物ヤードへ運ぶベルトコンベ

アが設置されていた（Baggage 

Handling System）。 

 

 

 ＜荷物ヤード＞ 
荷物ヤードでは、チェックイン

カウンターより運ばれてきた預

け入れ荷物をX線検査機で検査し

たあと、航空機へと積み込むカー

トへ収納されていた。 

 

 

 ＜空港使用税支払い所＞ 
到着ロビー出口脇の銀行（右

手）の並びにある空港使用料支払

い所にて空港使用料 30US ドルを

支払うシステムとなっていた。 

 

 

 ＜出国手続き＞ 
出国手続きは 2 階の各カウンタ

ーで、セキュリティチェック、出

国税支払い確認、税関申告、出国

審査の順で行う流れとなってい

た。 
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 ＜搭乗待合室 ３階＞ 
出国手続きを終えて、３階の搭

乗待合室へ進むと、Duty Free シ

ョップが４店舗あった。 

 

 

 ＜Duty Free ショップ＞ 
Nali（チリソース）やジンとい

った Malawi の特産品を中心とし

た店舗。 

 

 

 ＜Duty Free ショップ＞ 
免税品とマラウイの特産品を扱

っている店舗。 

これらのショップは ADL と契約

した個人業者が経営をしていた。

 

 

 ＜Duty Free ショップ＞ 
2007 年３月頃にオープンした新

しい店舗、3 階の搭乗待合室から

１階の搭乗口までの旅客動線か

ら外れているためか、現地風の建

屋で旅客の関心が得られるよう

な店舗となっていた。 
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 ＜VIP ラウンジ＞ 
エアラインの VIP ラウンジが 3

階の搭乗待合室の一角に併設さ

れていた。 

 

 

 ＜搭乗口への通路＞ 
3 階の搭乗待合室から 1 階の搭

乗口へは斜路で下るルートが設

置されていた。 

 

 

 ＜手荷物検査＞ 
1 階搭乗口の手前に手荷物検査

場がある。2 台ある古い X 線検査

機のうち、1 台が故障しており、

残る 1 台も検査モニターが白黒な

ため、ICAO の推奨規準を満足し

ていない（原則カラーモニター）。

ゲート式金属探知機は機能して

いた。 

 

 

 ＜搭乗口 １階＞ 
手荷物検査を終えた先の 1 階搭

乗口には待合シートがあるが、お

土産品等の店舗はなかった。 

再度店舗のある 3 階へ戻るために

は斜路を上がり、手荷物検査を再

度受けなくてはならなかった。 
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 ＜搭乗口 １階＞ 
写真の左手が搭乗口で正面の奥

にドリンクのカウンターがあっ

た。 

 

 

 ＜ドリンクカウンター＞ 
搭乗口の一番奥に位置するドリ

ンクカウンター。 

 
（１９）旅客ターミナル（食堂） 
 

 

 ＜送迎デッキ＞ 
到着ロビー出口脇の階段を上が

ると送迎デッキ（有料：MK5）が

ある。送迎デッキにはバーカウン

ターがあった。 

 

 

 ＜送迎デッキ＞ 
送迎デッキでは出発機を見送る

多くの見送り客がいた。 
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 ＜送迎デッキ＞ 
送迎デッキに併設されている食

堂。洋食のほかに、ローカルフー

ド（Nshima: メイズでつくった主

食、Chambo: Malawi 湖産の魚）

も注文できた。 

 

 

 

 ＜送迎デッキ＞ 
食堂は屋内のほかに、送迎デッ

キにもテーブルがあった。 

 
（２０）VIP ラウンジ 
 

 

 ＜VIP ラウンジ 前景＞ 
政府要人用の VIP ラウンジ。 

 

 

 ＜VIP ラウンジ エアサイド＞

政府要人用の VIP ラウンジのエ

アサイド。 
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 ＜VIP ラウンジ＞ 
政府要人用の VIP ラウンジ 

 

 

 ＜VIP ラウンジ ランドサイド

＞ 
政府要人用の VIP ラウンジのラ

ンドサイド。大きな集会場が併設

されていた。 

 
（２１）非常用電源 
 

 

 ＜緊急用発電機＞ 
停電時に空港基本施設及びターミ

ナルに１次的に電力供給できる。タ

ンク容量は２０時間以上連続運転可

能であるとのことであった。 

また電気は ESCOM（Malawi 電力

公社）から供給されているが、ケー

ブルの状態が悪く、しばしば停電を

起こすとのことであった。 
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現地踏査記録 
 
日時  ：2007 年 2 月 21 日 10:30～12:00 
訪問機関 ：School of Civil Aviation (SoCA) 
面談者 ：Mr. Erasmus Chiphika（Principal of SoCA） 
 ：Mr. Malivasi (Principal Air Traffic Services Lectures, SoCA) 
 ：Mr. Bongwe (DoCA) 
調査団 ：田中（一） 
 
概要 ： 

SoCA における既存施設と問題点についてヒアリングを実施した。 
 

（Mr. Erasmus Chiphika） 
・ 既存の航空管制の訓練施設は 25 年以上使用して老朽化しており、又現在の管制シス

テムと大きく異なるため、新たな機器の導入が必要である。 
・ 建物も空港建設当時に建設事務所として使われていた施設を改装して校舎としてお

り、老朽化しているうえに各教室が小さく、大人数を対象とした課程が設定できない

ため、建て替えが必要である。 
・ このほかにも、各教材や事務機器等についても新たに投資する予算がなく、効率化を

図るうえでも新規導入が必要である。 
（田中一団員） 
・ ご理解をいただきありがとうございます。要請をあげたい事項につきましては、採択

の可否等につきましてお答えすることはできませんが、ご説明をいただきました資料

は頂戴します。 
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航空保安学校 
 

 

 ＜航空保安学校 校舎＞ 

1979年のKamuzuの空港建設工事の

監理事務所を改装して使用しているた

め、老朽化が進んでいるうえに講義を行

うには各教室が狭く、使いづらいとのこと

であった。 

 

 

 ＜管制シミュレーション室＞ 

1996 年にフランス援助により導入され

た管制用シミュレーションが配備されて

いるが、現在故障しており、機能してい

なかった。 

 

 

 ＜管制用擬似コンソール＞ 

1985 年にイスラエルの援助で導入さ

れた管制用擬似コンソールを用いたレク

チャー風景。 

 

 

 ＜国際航空固定通信網 機材＞ 

開校当初より使用している国際航空

固定通信網（AFTN）作業訓練機材。 
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